
令和７年度 学校評価シート（青梅市立東小学校・東中学校）  
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学校の見解と 
今後の方向性 評価 コメント 
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法 や 指

導 形 態

の 工

夫・改善

な ど に

よ り 基

礎的・基

本 的 な

学 力 の

定 着 と

伸 長 を

図る 

習熟度別少人数授業（中－英

語）やＴＴ（小－国語、算数、

理科、体育、中－数学以外一部

授業）の充実を図り、分からな

いところを前の単元に戻って

復習をし、繰り返し学習する。 

Ｂ 

A+B 評価 90％で、A 評価
が 45％と昨年度の 68％
から下がった。学習に
苦手意識が強い子が多
い。T２を多くの教科で
配置したが、個々の実
態に応じた十分な対応
はできない。 

学習の系統性に注目し、

学年を遡って復習をす

るなど、児童の実態に合

わせ、個別の課題を精選

して学習を進めていく

ことも行う。 

A 

児童の特性に応じた「可視

化」に重点を置いて「わかる

授業」を展開しており、学習

に苦手意識が強い児童につ

いて、着実に学びの定着が

図られている。 

T2 の配置が拡充された。個々

の習得状況に差が大きいため、

T2 を活用するなど、個々の学

習課題に対応し、「できた」「分

かった」を実感できる授業を工

夫する。 

児童・生徒の考えを引き出

し、意見や理由、説明など

自分の思いを表現させる。 Ｂ 

A+B 評価 83％であった。A
評価が 35％と昨年度 41％
から下がった。また、Ｄ評
価が 4％だった。「しかけづ
くり」を工夫するなどさら
なる授業改善が必要であ
る。 

ワークシート等を活用
し、自分の考えがまとめ
られるようにしたり、１
授業単位の中で、全員が
発言できるような工夫
をしたりしていく。 

A 

学習の基盤づくりを通して
社会性や人間力を育成して
いく必要性があり、表現力
の醸成を通して得られる効
果は大きいと考える。 

教員一人一人が授業を振り返
り、発問の仕方を工夫したりし
かけづくりを意識したりして、
思考力が高まるような、授業展
開を行っていく。 

学習指導要領の「主体的に学習

に取り組む態度」を養うため、

課題の設定を工夫するととも

にＩＣＴ機器を必要に応じて

活用する。 

Ｂ 

A+B 評価 96％だが、A
評価は 35％である。
視覚的にわかりやす
い提示を意識してＩ
ＣＴ活用しているが
改善が必要である。 

興味・関心、基礎知識
を身に付けるために
ＩＣＴ機器を活用し
た指導を更に工夫し
ていく。 

B 

ＩＣＴ機器を活用した授業展
開については、より効果的
に活用するための研修会に
も積極的に参加しており、指
導方法の向上に期待した
い。 

ICT 機器を活用して、主体的に

学習に取り組めるように、活用

する際のルールや活用方法例

などを、全体で共有して活用場

面を広げていく。 

特別な支援が必要な児童生徒

の学校生活支援シートを作成

するなど、個に応じたきめ細か

な指導を実施する。 

Ｂ 

A+B 評価が 96％だが、A評
価が 27％である。途中転入
の児童生徒の見立てと
個々の特性に合わせた指
導には、時間が必要であ
る。 

引き続き、特別支援教育

委員会で検討の上、学校

生活支援シートを作成

し、寮と連携していく。 

B 

寮と連携して作成した学校
生活支援シートを高校生活
で活かすため、情報共有を
緊密に行い学力の向上につ
なげていきたい。 

寮との連携の際は、顔を合わせた

話し合いの場を設けたり、学校生

活支援シートを用いたりするな

ど、児童・生徒の支援に活用する。 
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「ルールとマナーの覚書」の運
用を通して、服装や挨拶など教
員が共通実践を図り、生活指導
を進める。また、不必要な情報
交換をさせない指導を徹底す
る。 

Ｂ 

A+B 評価 96％、A 評価は

44％だった。昨年度の 77％
から下がった。教員の理解
に差がある。必要があれば

確認、協議をその都度行っ
た。 

何かあれば、その都度ル

ールを確認して温度差

がないように、全教員が

同じ指導ができるよう

にしていく。 

A 

生活指導については全教員
が同じ指導を展開すること
で児童もルールやマナーを
理解し、安心した学校生活
が保障される。 

形骸化しないよう、教職員の生活

指導上の温度差を緩和する手段と

して、確認を怠らないことと、校

内での在り方の研修を行ってい

く。 

「ルールとマナーの覚書」を活

用し、児童・生徒のセルフチェ

ックを通して、常識や良識を養

う。また、授業態度の振り返り

も行う。 

Ｂ 

A+B評価が 100％、A 評価は
70％だった。昨年度の 48％
だった。学期末の生活アン
ケート結果を、始業式の際
にフィードバックしたこ
とにより意識づけができ
た。 

指導にあたって、細部で
の確認が必要なことが
あったので、事前に想定
を行い、確認をする。フ
ィードバックは、継続し
て行っていく。 

B 

セルフチェックを定期的に

実施し、理解を促す働きか

けを行うことで児童が安心

して学校生活が送れるよう

定着させて欲しい。 

規範意識が醸成できるよう、教

員一人一人が意識を高め、児

童・生徒の対応にあたる。指導

に温度差が生じないようにす

る。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 学習指導の充実        ２ 生活指導の充実（小学校）、生活・進路指導の充実（中学校） 

３ 情操教育の充実        ４ 小中、学園との連携 



 
 
社
会
性 
 

 

教 

育 

活 

動 

を 

推 

進 

す 

る 

 
進 路 学
習 を 通
して、望
ま し い
勤 労
観・職業
観 の 育
成 を 図
る 

毎日の日記指導や個別指導を

通して児童・生徒理解を図り、

いじめや他児からの威圧行為

のない安定した学校生活とな

るよう支援する。 

Ａ 

A＋B 評価が 100％、A 評価

が 70％と昨年度同様に高
い評価だが、児童生徒間で
のトラブルとなりかねな

い言動はゼロと言えない
状況はある。 

児童生徒理解につなげるた

めにも、個別対応の時間を
大切にし、信頼関係を築い
ていく。自己有用感を高め

ていけるよう、一人一人へ
の声掛けを増やしていく。 

A 

きめ細かな対応から児童の
やる気を引き出し、関係構
築に努めており、困り感には
学年で協議し、寮との連携
を図るなど丁寧に寄り添っ
ている。 

日記指導・個別指導の場を活用し、

児童・生徒へ適切な指導を行い、

安定した学校生活を目指す。威圧

的な指導とならないよう、緊張感

をもって対応にあたる。 

進路学習を通して将来、児童・

生徒が自立した社会生活を送

れるようキャリアパスポート

を活用し、キャリア教育を進め

る。 

Ｂ 

A＋B 評価が 100％、A 評

価が 46％だった。例年

のことだが、キャリア

パスポートの活用に課

題が残った。 

自立につなげるために

も、キャリアパスポート

の活用について、教員間

での共有を行う。 

B 

「職業体験」や「職場訪問」で
貴重な体験を積んでいるの
で、将来を見据えて自立を
意識した取組に繋げてほし
い。 

キャリアパスポートを活用し、児
童・生徒自身が、将来のことを考
える必要性を、様々な場面で伝え
ていく。自立した社会生活をイメ
ージできるようにする。 
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道徳授業
等 の 工
夫・充実、
また総合
的な学習
の時間（小
学校）や自
立の時間
（中学校）
における
福祉体験
活動・自然
体 験 活
動・体育的
活動など
を通して、
豊かな心
と体の健
康を育む
教育を推
進する 

いのちの日や道徳科の授業、更

にＳＯＳの出し方教育を要と

し、体験活動を通して生命尊重

の教育を推進し、自他の命を大

切にする心を育てる。 

Ｂ 

A+B 評価が 91％、A 評価
44％と低い状況だっ
た。SOS の出し方、困っ
たときの相談をするこ
とには課題が残ったと
考える。 

個別指導の時間、授業の

中等、様々な時間を活用

して、心に届く指導を意

識して行っていく。 

A 

具体的な教材を精査し、生
命尊重の教育を展開するこ
とで児童の傾向や特性に合
わせ、学年ごとにテーマを決
めて取り組んでおり、理解も
進んでいる。 

道徳授業に限らず、教育活動全体

において自己有用感を高める指導

を実践する。日常的な指導、特に

エールウイークを活用し、声かけ

を丁寧に行う。 

ものづくりやおしゃれ村での

栽培活動（中１を除く）・自然

体験や福祉体験など小学校・中

学校各学年の発達段階に応じ

た体験活動を計画的に実施す

る。 

Ｂ 

A+B 評価が 96％、A 評価
48％だった。児童生徒が積

極的に取り組む姿があっ
た。栽培活動は、生きるこ
とに直結している食の生

成を体験するため、自立に
つながると考えている。 

実施した体験活動は、

有意義ととらえてい

る。小学校では、教科

を横断した更なる取

組を行っていく。 

A 

身近な環境資源を活用し
て自然と触れ合うことで十
分な体験活動ができてい
る。 
引き続き福祉担当との連
携を強化してほしい。 

栽培および体験活動は本校の
特色ある教育活動の１つであ
る。継続して行うことで、自然
が自分をつくる一助となって
いることを実感させ、児童・生
徒の喜びにつなげていく。 

新型コロナウィルス感染症予

防対応を軸とした運動会やク

ラブ活動を推進する。また、教

育相談（例えば担任との面談）

等を通して、心身の健康の増進

を図る。 

Ｂ 

A+B 評価 100％、A 評価
44％だった。昨年度
75％から下がった。児
童生徒同士の距離感覚
を意識的に空けた。ま
た、時間を設けて報告
を聴くなど学校全体で
取り組んだ。 

男女の距離感等にも気
を配り、授業内容を考え
ていく。必要場面でのマ
スクの着用やアルコー
ル消毒を意識し、教育活
動を引き続き行ってい
く。 

A 

学校生活場面での面談を行
うことで、児童は大人との
適切な距離感を身に付け、
安心感をもってやりとりを
学ぶ貴重な機会になってい
る。 

今後も感染症対策を講じなが

ら教育活動を推進していく。

状況に応じた衛生観念につい

て、学園と協働して指導して

いく。 
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児童・生徒の問題行動につい
て、日常的に寮と情報交換を行
うとともに、学寮会を充実さ
せ、連携・協力した指導の充実
を図る。また、児童・生徒の善
行や頑張っていることなどを
寮と共有し、双方で誉め、自己
有用感を高める。 

Ａ 

A+B 評価 91％、A 評価
57％だった。寮と情報
交換を密に行うことは
できている。しかし、
お互いに情報共有をし
ている中でも、内容の
認識にずれが生じてい
るように感じる。 

引き続き、寮との情報

交換を丁寧に行う。一

人一人の特性に合わ

せた指導と支援の徹

底を継続して行う。 

A 

様々な課題を抱える児童につい
て、情報交換や収集、特性に合わせ
た支援方法の共有について十分な
やり取りができており、効果的な支
援に結び付いている。 
昨今、小学生の入所が大変多く、教
室内も切迫した現状である。個別の
関りも難しい中であるが、先生方が
奮闘しながら支援を行っている。 

個々の特性に応じた指導を重
視する。問題行動に注視して
しまうが、善行についても寮
と共有していく。寮と連携し
た指導により、自己有用感を
高めていく。 

月に一度の「授業公開週間」

や日常の授業参観を通し

て、学園に児童・生徒の実

態を把握してもらい、意見

や感想を改善に生かす。 

Ｂ 

A+B 評価が 83％と低
いが、A 評価は 57％
である。児童生徒の
様子がどの程度、伝
わっているかの検証
が難しい。 

公開週間に限らず、参観し
てくださる寮の先生方が増
えた。授業を参観していた

だいた後に意見をうかがう
など、寮職員と話をする機
会を増やすことで改善につ

なげていきたい。 

A 

授業公開週間に限らず、日常的に
授業の様子を観察できる状況であ
る。 

課題があった場合にはサポート会
議を実施することで寮との連携・協
働が図られ、一体感をもって解決に

向けて協議している。 

いつでも学校生活の様子を見てい
ただき、そこから児童・生徒理解
につなげられるように、情報共有
できる環境づくりに努める。サポ
ート会議を実施し、児童・生徒へ
の指導と支援について共有したこ
とを教育活動に生かす。 

児童・生徒について情報交換や

ケース会議等を実施して、寮と

学校が共通理解のもとで指導

に当たり、互いに着地点を見出

しながら課題解決や児童・生徒

の育成を図る。 

Ｂ 

A+B 評価が 100％、A 評
価が 48％だった。学校
と寮では児童生徒の見
え方や抱えている困難
さ、到達させたい目標
も異なるため、サポー
ト会議を行うことは非
常に効果的であった。 

寮とサポート会議をもつこ

とで共通理解のもとで指導

を行うことを継続する。問

題行動が少ない児童生徒の

情報交換がしっかりとでき

るようにしたい。 

A 

課題解決に向けて学校から
の情報提供や児童支援は、
自立支援の観点からも大変
有用であり、ポイントを精査
することで、より効果的な取
組を推し進めていきたい。 

情報共有を積極的に行い、支援

方針会議等に参加する。目指す

児童・生徒像を共有し、互いに

積極的なコミュニケーション

をとり、課題解決を図る。 

 


